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盛美園（国指定名勝）
和洋折衷の幻想的な庭園と盛美館は、スタジオ

ジブリ最新作品のイメージのモチーフとなって

いると話題になり、今年の夏は大勢の親子連れ

が訪れ、にぎわいました。

平
成
22
年
度
一一
般
会
計
予
算
総
額

155
億
２
千
998
万
円
に
!!
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第２回定例会（概要）

特
別
会
計
補
正
予
算
、
老
人

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
、
平
川
市
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
平
川
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
平
川
市
営
駐
車
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定
及
び
指

定
管
理
者
の
管
理
の
期
間
に

つ
い
て
）
に
つ
い
て
、
専
決

第
１
号
か
ら
専
決
第
７
号
ま

で
の
専
決
処
分
し
た
事
項
に

つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
目
に
は
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
６
日
目
と
７
日

目
は
９
人
の
議
員
が
、
理
事

者
側
に
対
し
て
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
各
委
員
会

委
員
長
が
報
告
を
行
っ
た
後
、

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
１
件
と
条
例
改
正
案

３
件
、
規
約
の
変
更
案
１
件

な
ど
合
わ
せ
て
９
件
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
６
件
も

す
べ
て
採
択
さ

れ
、
う
ち
意
見

書
の
提
出
を
求

め
る
趣
旨
の
請

願
４
件
に
つ
い

て
は
、
議
員
提

出
議
案
と
し
て
、

意
見
書
の
提
出

議
案
４
件
が
追

加
提
案
さ
れ
全

会
一
致
で
原
案

可
決
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
そ

の
後
関
係
機
関

に
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

議
員
派
遣
第

１
号
か
ら
３
号

【会期日程】

６
月
10
日
㈭

本
会
議

６
月
11
日
㈮
（
議
案
熟
考
の
た
め
休
会
）

６
月
12
日
㈯
（
休
会
）

６
月
13
日
㈰
（
休
会
）

６
月
14
日
㈪

常
任
委
員
会

６
月
15
日
㈫

一
般
質
問

６
月
16
日
㈬

一
般
質
問

６
月
17
日
㈭
（
議
案
整
理
の
た
め
休
会
）

６
月
18
日
㈮

本
会
議

　

平
成
22
年
第
２
回
平
川
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
の
９

日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
、
議
案
の
提
案
理
由
の
総
括
説
明
を
受
け
た
後
、
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
人
事
案
件
１
件
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
同
意
さ
れ
、
条
例

改
正
案
３
件
、
規
約
の
変
更
案
１
件
、
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
２
件
、
市
道
路

線
の
廃
止
に
つ
い
て
１
件
、
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
１
件
、
平
成
22
年
度

補
正
予
算
案
１
件
、
合
わ
せ
て
10
件
が
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
、
議
員
派
遣
の
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま

で
（
報
告
は
13
ペ
ー
ジ
か
ら
16
ペ
ー
ジ
）
と
、
採
択
さ
れ
た
請
願
書
６
件
の
う

ち
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書
４
件
に
つ
い
て
は
、
意
見
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

ま
で
の
３
件
の
議
員
派
遣
議

案
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
全

会
一
致
で
原
案
可
決
と
な
り

ま
し
た
。

定
め
、
諸
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

提
出
議
案
の
総
括
説
明
の

後
、
人
権
擁
護
委
員

の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て
、
全
会
一
致

で
原
案
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
総
務
企
画
、
建

設
経
済
、
教
育
民
生

の
各
常
任
委
員
会
に

そ
れ
ぞ
れ
付
託
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
平
川

市
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
と
、
専
決
処
分

し
た
事
項
の
報
告
並

び
に
承
認
を
求
め
る

こ
と
（
平
成
21
年

度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
国
民
健
康
保
険

定例会
第第22回（回（66月）月）

　

初
日
に
、
会
議
録
署
名
議

員
の
指
名
を
行
い
、
会
期
を

６
月
18
日
ま
で
の
９
日
間
と



第２回定例会（審議した議案）

人

事

案

件

■
人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
　
　
　

下し
も

山や
ま

幸さ
ち

子こ

氏

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し

た
。

住　
　

所
：
平
川
市
光
城
４

　
　
　
　
　

丁
目
25
番
地

氏　
　

名
：
下
山　

幸
子

生
年
月
日
：
昭
和
25
年
１
月

　
　
　
　
　

11
日

条
例
改
正
案

●
平
川
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

（
平
成
22
年
６
月
30
日
か
ら

施
行
、
一
部
公
布
の
日
か
ら

施
行
）

　

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等

育
児
又
は
介
護
を
行
う
労
働

者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
早
出
遅
出
勤

務
を
改
め
、
時
間
外
勤
務
の

制
限
を
定
め
、
及
び
そ
の
他

所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
。

【
委
員
会（
総
務
企
画
）質
疑
】

問　
職
員
の
取
得
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
平
成
 21
年
度
に
お
い
て
、

育
児
休
業
は
女
性
２
人
、
育

児
休
暇
は
女
性
１
人
、
配
偶

者
出
産
休
暇
は
男
性
４
人
、

育
児
参
加
休
暇
は
男
性
１

人
、
子
の
看
護
休
暇
は
男
性

が
２
人
、
女
性
が
４
人
と
い

う
取
得
状
況
で
あ
る
。

子
育
て
は

夫
婦
で
と
も
に
!!

●
平
川
市
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
（
平
成
22

年
６
月
30
日
か
ら
施
行
）

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
育
児
休
業
等
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
職
員
、
育

児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
職
員
及
び
部
分

休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
職
員
の
範
囲
を
改
め
る
ほ

か
所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
。

【
委
員
会（
総
務
企
画
）質
疑
】

問　
改
正
点
の
主
な
内
容
に

つ
い
て
。

答　
子
育
て
は
夫
婦
と
も
に

行
う
と
い
う
考
え
方
か
ら
、

主
に
育
児
休
業
、
育
児
短
時

間
勤
務
、
部
分
休
業
に
お
い

て
、
職
員
の
配
偶
者
が
仕
事

に
就
い
て
い
る
か
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
取
得
で
き
る
よ

う
に
改
正
さ
れ
た
。

●
平
川
市
工
場
等
設
置
促

進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
（
公
布
の
日
か
ら
施

行
、
一
部
平
成
22
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
）

　

農
村
地
域
工
業
等
導
入
促

進
法
関
係
省
令
に
規
定
さ
れ

て
い
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る

こ
と
。

　

ま
た
、
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
関
係
省
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
過
疎
地

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
が
適
用
さ
れ
る
設

備
の
取
得
期
限
が
１
年
延
長

さ
れ
た
こ
と
及
び
対
象
業
種

の
変
更
に
よ
り
改
正
が
必
要

と
な
っ
た
た
め
。

【
委
員
会（
建
設
経
済
）質
疑
】

問　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
を
情

報
通
信
技
術
利
用
事
業
に
改

め
る
の
は
、
業
種
の
幅
を
広

げ
る
意
味
も
あ
る
の
か
。

答　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど

は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
に
入

っ
て
い
な
い
が
、
今
回
そ
う

い
う
業
種
も
対
象
と
す
る
た

め
で
あ
る
。

問　
こ
の
改
正
に
よ
り
影
響

を
受
け
る
市
内
企
業
は
あ
る

の
か
。

答　
今
の
と
こ
ろ
、
影
響
を

受
け
る
企
業
は
な
い
。

規
約
変
更
案

●
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
数
の
減
少
及
び
青
森
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て
（
平
成
22

年
４
月
１
日
適
用
）

　

構
成
団
体
で
あ
る
小
川
原

湖
広
域
水
道
企
業
団
が
平
成

22
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
解

散
し
た
こ
と
に
よ
り
、
規
約

の
変
更
に
つ
い
て
関
係
地
方

公
共
団
体
と
協
議
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
。

そ

の

他

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台

ほ
か
取
得
す
る
た
め
。

◇
取
得
す
る
財
産:

消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
１
台
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
積
載
車
２
台

◇
契
約
の
相
手
方:

青
森
市

株
式
会
社
善
知
鳥
防
災 

代

表
取
締
役 

荒
川　

猛

◇
所
得
金
額:

３
２
５
５
万

円【
委
員
会（
総
務
企
画
）質
疑
】

問　
次
の
議
案
と
合
わ
せ
て

購
入
す
れ
ば
、
価
格
が
低
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
予
算
上
「
平
成
 21
年
度

の
繰
越
明
許
費
」
と
「
平
成

22
年
度
予
算
」で
あ
る
の
で
、

制
度
上
、
一
緒
に
購
入
す
る

の
は
無
理
で
あ
る
。

問　
消
防
自
動
車
の
配
備
先

に
つ
い
て
。

答　
消
防
ポ
ン
プ
は
新
屋
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
は

沖
館
と
新
山
に
配
備
す
る
。

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台

ほ
か
取
得
す
る
た
め
。

◇
取
得
す
る
財
産:

消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
１
台
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
積
載
車
（
軽
自
動

車
）
１
台
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◇
契
約
の
相
手
先
：
弘
前
市

笹
消
防
資
材　

代
表　
笹　
孝

◇
取
得
金
額
：
２
０
１
８
万

１
０
０
０
円

【
委
員
会（
総
務
企
画
）質
疑
】

問　
消
防
自
動
車
の
配
備
先

に
つ
い
て
。

答　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は

唐
竹
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積

載
車
（
軽
自
動
車
）
は
井
戸

沢
に
配
備
す
る
。

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
　

猿
賀
地
区
の
猿
賀
公
民
館

東
側
宅
地
（
現
況
道
路
）
を

市
道
敷
地
と
し
て
取
得
し
、

北
新
幹
線
全
線
開
業
効
果
活

用
支
援
事
業
助
成
金
と
し
て

500
万
円
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
金
と
し
て
250
万
円
を
追
加

す
る
。

歳
出　

総
務
費
に
移
住
・

交
流
推
進
支
援
事
業
補
助

金
200
万
円
、
農
林
水
産
費
で

は
、
「
冬
の
農
業
」
省
エ
ネ

施
設
等
整
備
事
業
352
万
円
、

担
い
手
育
成
・
確
保
対
策

事
業
５
５
５
７
万
６
０
０
０

円
、
商
工
費
で
は
東
北
新
幹

線
全
線
開
業
効
果

活
用
支
援
事
業
149

万
３
０
０
０
円
、

教
育
費
で
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金

と
し
て
250
万
円
を

計
上
し
た
。

【
委
員
会（
総
務
企
画
）質
疑
】

問　
総
務
費
一
般
管
理
費
の

報
償
費
の
内
容
に
つ
い
て
。

答　
合
併
検
証
委
員
会
の
委

員
10
名
分
の
報
償
費
で
あ
る
。

問　
担
い
手
・
育
成
確
保
対

策
整
備
交
付
金
の
内
容
に
つ

い
て
。

答　
農
産
物
の
生
産
、加
工
、

流
通
、販
売
に
必
要
な
機
械
、

ま
た
は
施
設
が
対
象
に
な
る

補
助
金
。
補
助
対
象
と
な
る

の
は
、
認
定
農
家
と
集
落
営

農
組
織
の
二
つ
で
あ
る
。

問　
歳
入
（
雑
入
）
の
①
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
助
成
金
、

②
移
住
・
交
流
推
進
支
援

事
業
補
助
金
、
③
東
北
新
幹

線
全
線
開
業
効
果
活
用
支
援

事
業
助
成
金
の
内
容
に
つ
い

て
。

答　
三
つ
と
も
宝
く
じ
の
関

係
の
事
業
で
、
①
大
坊
町
会

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
で
、

■
一
般
会
計

　

予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
６
９
９
７
万
８

０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
155

億
２
９
９
７
万
８
０
０
０
円

と
す
る
。

概
要

歳
入　

県
支
出
金
の
農

業
委
員
会
費
補
助
金
101

万
８
０
０
０
円
の
追
加
。
諸

収
入
の
移
住
・
交
流
推
進
支

援
事
業
補
助
金
200
万
円
、
東

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

155155
億
２
千

億
２
千
998998
万
円
に
！

万
円
に
！

８月３日・４日に、平川ねぷたまつりが開催されました。

整
備
す
る
こ
と
か
ら
当
該
市

道
路
線
を
廃
止
す
る
た
め
。

◆
路
線
番
号　

１
２
５
２

◆
路
線
名　

猿
賀
遠
林
２
号

線◆
実
延
長　

157
・
１
メ
ー
ト

ル◆
幅
員　

６
・
９
〜
６
・
０

メ
ー
ト
ル

◆
起
点
・
終
点　

猿
賀
遠
林

83
の
１
・
猿
賀
遠
林
55
の
４

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て猿
賀
公
民
館
西
側
を
猿
賀
遠

林
３
号
線
道
路
改
良
事
業
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
市
道
路
線
を
認
定
す

る
。

◆
路
線
番
号　

１
２
５
２

◆
路
線
名　

猿
賀
遠
林
２
号

線◆
実
延
長　

187
・
０
メ
ー
ト

ル◆
幅
員　

６
・
９
〜
５
・
０

メ
ー
ト
ル

◆
起
点
・
終
点　

猿
賀
遠
林

83
の
１
・
猿
賀
遠
林
１
の
22

◆
路
線
番
号　

１
３
９
６

◆
路
線
名　

猿
賀
遠
林
４
号

線◆
実
延
長　

47
・
０
メ
ー
ト

ル◆
幅
員　

４
・
０
メ
ー
ト
ル

◆
起
点
・
終
点　

猿
賀
遠
林

１
の
２
・
猿
賀
遠
林
１
の
２

【
委
員
会（
建
設
経
済
）質
疑
】

問　
市
道
と
し
て
認
定
し
た

後
、
い
つ
ご
ろ
工
事
に
入
る

の
か
。

答　
今
月
（
６
月
）
末
に
測

量
設
計
を
委
託
し
、
そ
の
後

工
事
に
着
手
す
る
。

問　
幅
員
が
６
メ
ー
ト
ル
未

満
の
と
こ
ろ
も
含
ま
れ
て
い

る
が
市
道
と
し
て
認
定
す
る

の
に
問
題
は
な
い
の
か
。

答　
道
路
を
市
に
寄
附
す
る

場
合
（
６
メ
ー
ト
ル
未
満
）

は
、
管
理
の
都
合
上
受
け
て

い
な
い
が
、
６
メ
ー
ト
ル
未

満
で
も
認
定
は
で
き
る
。

補

正

予

算

関

係



機
器
等
を
購
入
す
る
た
め
の

助
成
金
。
②
ね
ぷ
た
ま
つ
り

と
農
作
業
ー
農
村
活
性
化
体

験
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
モ
ニ
タ

ー
事
業
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
イ
受
入
事
業
、
蔵
保
存
利

活
用
促
進
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
更
新
と
情
報
冊
子
作
成
へ

の
補
助
金
。
③
街
歩
き
マ
ッ

プ
作
成
事
業
、
首
都
圏
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
、
観
光

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
事

業
の
助
成
金
で
あ
る
。

問　
教
育
委
託
金
の
学
力
向

上
実
践
研
究
事
業
に
つ
い

て
。

答　
県
か
ら
市
に
委
託
さ
れ

た
事
業
で
あ
り
、
今
年
度

か
ら
で
あ
る
。
新
学
習
指
導

要
領
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
を
確
実
に
習
得
さ
せ
、
そ

れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を

解
く
思
考
力
、
判
断
力
、
表

現
力
な
ど
の
力
を
育
む
た
め

に
、
実
践
研
究
す
る
事
業
と

な
っ
て
い
る
。

　

上
記
６
件
の

請
願
は
、
す
べ

て
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　

請
願
第
３
号

か
ら
第
６
号
ま

で
の
４
件
に
つ

い
て
は
、
追
加

提
案
で
議
員
提

出
議
案
第
１
号

か
ら
第
４
号
と

し
て
、
各
請
願

の
意
見
書
の
提

出
（
案
）
が
提

案
さ
れ
、
４
件

と
も
原
案
一
致

で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

６
月
21
日
付

で
関
係
大
臣
宛

に
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

第２回定例会（審議した議案）

（
配　

布
）

●
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
す
み
や
か
な
廃
止
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書

　

青
森
県
社
会
保
障
推
進
協

議
会

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

す
み
や
か
に
廃
止
し
、
も
と

の
老
人
保
健
制
度
に
も
ど
す

こ
と
等
の
意
見
書
を
政
府
関

係
機
関
に
対
し
て
提
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

陳

情

書
（
配　

布
）

●
尾
上
農
村
婦
人
の
家
の
道

路
拡
幅
の
要
望
書

　

尾
上
町
会
長　

小
野　

隆

　

南
田
町
会
長　

石
澤　

清

　

現
在
、
一
般
道
か
ら
尾
上

農
村
婦
人
の
家
に
入
る
道
路

は
４
メ
ー
ト
ル
し
か
な
く
、

緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の
役

割
も
あ
る
の
で
、
幅
員
を
６

メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

要 

望 

書 

号 件名　（　）内は紹介議員名 請 願 者 名 主　　　　旨

１
井戸沢消防屯所建替えに
関する請願書
（齋藤　剛、葛西清仁）

井戸沢町会長
谷川　信秀

平川市消防団第 10 分団第３部（井戸沢）消防屯所
の建替えをしていただきたい。

２

乳幼児医療費助成制度の
支給方法の改善を求める
請願書
（齋藤律子、福士惠美子）

新日本婦人の会
平川支部長

工藤　久子

就学前までの子供の医療費を、病院の窓口で支払
いがない現物給付（窓口負担なし）にしていただ
きたい。

３

アメリカ産牛肉の輸入制
限撤廃・緩和に反対する
請願書

（齋藤律子）

国民の食糧と健康を守
る津軽地区連絡協議会
代表者　黒沼　利三

アメリカ産牛肉の輸入制限撤廃・緩和に応じない
こと。輸入牛肉の条件違反があった場合には、輸
入の全面禁止等直ちに対応することの２点につい
て政府関係機関に意見書を提出していただきたい。

４

（※１）ＥＰＡ・（※２）ＦＴＡ
推進路線の見直しを求め
る請願書

（齋藤律子）

国民の食糧と健康を守
る津軽地区連絡協議会
代表者　黒沼　利三

ＥＰＡ・ＦＴＡ推進路線を見直すとともに、日豪交
渉を中止し、「アジア太平洋自由貿易圏（ＦＴＡＡＰ）」
による農産物の関税撤廃をおこなわないよう、政
府関係機関に意見書を提出していただきたい。

５

りんご果汁・りんご加工
品の原料原産地表示の義
務づけを求める請願書

（齋藤律子）

国民の食糧と健康を守
る津軽地区連絡協議会
代表者　黒沼　利三

りんご果汁及びりんご加工品の原料原産地表示の
義務づけを直ちに行うよう、政府関係機関に意見
書を提出していただきたい。

６
備蓄米買い入れと米価の
安定・回復を求める請願
書　　　　　（齋藤律子）

津軽農民組合
代表者　平沢　健三

2008 年産を含む 30 万相当の備蓄米を適正な価格で
買い入れるよう、政府関係機関に意見書を提出し
ていただきたい。

【請願の概要】

※１ＥＰＡ：Economic　Partnership　Agreement の略称で、「経済連携協定」と呼ばれている。　ＦＴＡの内容に加えて「投資
　　　　　　環境の整備」、「知的財産保護の強化」、「技術協力」等を含むさらに包括的な国際協定のこと。

※２ＦＴＡ：Free　Trade　Agreement の略称で、「自由貿易協定」と呼ばれている。国や地域同士で「輸出入にかかる関税」や
　　　　　　「サービス業を行う際の規制」をなくすための国際的な協定。　　～経済産業省「ＥＰＡ／ＦＴＡ活用入門パンフレット」～
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議決一覧表

表覧一決議平成平成2222年度年度　　第第２２回定例会回定例会
議案
番号

議案名
本会議 常任委員会

結　果 備　考 付託先 結　果 備　考

【人事案件】

49 人権擁護委員候補者の推薦について 原案同意 全会一致 付託省略 ― ―
【条例案・条例改正案】

50 平川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正
する条例案 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

51 平川市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
案 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

52 平川市工場等設置促進条例の一部を改正する条例案 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致

53 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少
及び青森県市町村総合組合規約の変更について 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

【その他】

54 財産の取得について 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致
55 財産の取得について 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致
56 市道路線の廃止について 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致
57 市道路線の認定について 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致

【補正予算案】

58 平成 22 年度平川市一般会計予算案 原案可決 起立多数 総務企画 原案可決 起立多数
【議員提出議案】

1 アメリカ産牛肉の輸入制限撤廃・緩和に反対する意見書（案）
の提出について 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―

2 ＥＰＡ・ＦＴＡ推進路線の見直しを求める意見書（案）の提
出について 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―

3 りんご果汁・りんご加工品の原料原産地表示の義務づけを求
める意見書（案）の提出について 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―

4 備蓄米買い入れと米価の回復・安定を求める意見書（案）の
提出について 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―

【議員派遣】

1 議員派遣について 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―
2 議員派遣について 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―
3 議員派遣について 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―

【請願】

1 井戸沢消防屯所建替えに関する請願書 採　　択 全会一致 総務企画 採　　択 全会一致

2 乳幼児医療費助成制度の支給方法の改善を求める請願書 採　　択 全会一致 教育民生 採　　択 挙手多数

3 アメリカ産牛肉の輸入制限撤廃・緩和に反対する請願書 採　　択 全会一致 建設経済 採　　択 挙手同数
※委員長採決

4 ＥＰＡ・ＦＴＡ推進路線の見直しを求める請願書 採　　択 全会一致 建設経済 採　　択 挙手多数

5 りんご果汁・りんご加工品の原料原産地表示の義務づけを求
める請願書 採　　択 全会一致 建設経済 採　　択 挙手多数

6 備蓄米買い入れと米価の回復・安定を求める請願書 採　　択 全会一致 建設経済 採　　択 挙手多数
【専決】

1 平成 21 年度平川市一般会計補正予算 原案承認 全会一致 付託省略 ― ―
2 平成 21 年度平川市国民健康保険特別会計補正予算 原案承認 全会一致 付託省略 ― ―
3 平成 21 年度平川市老人保健特別会計補正予算 原案承認 全会一致 付託省略 ― ―
4 平成 21 年度平川市後期高齢者医療特別会計補正予算 原案承認 全会一致 付託省略 ― ―
5 平川市税条例の一部を改正する条例 原案承認 全会一致 付託省略 ― ―
6 平川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案承認 全会一致 付託省略 ― ―

7 平川市営駐車場の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の
期間について 原案承認 全会一致 付託省略 ― ―

【報告】

1 平成 20 年度平川市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について



一般質問

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が
行
政
全
般

に
わ
た
り
、
執
行
機
関
に
対
し
て
事

務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
に
対
す
る

方
針
等
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、
定

例
会
ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

議
案
の
質
疑
と
は
別
に
通
告
が
必

要
で
す
。
当
市
は
、
通
告
の
受
付
順

に
一
般
質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
よ
り

２
．
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
つ
い
て

３
．
非
核
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て

４
．
平
川
市
食
育
推
進
計
画
に
つ
い
て

１
．
学
校
給
食
（
地
元
農
産
物
導
入
）
に
つ
い
て

２
．
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

１
．
平
川
市
長
期
総
合
プ
ラ
ン
基
本
構
想
に
つ
い
て

１
．
平
川
市
の
防
災
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

２
．
国
民
健
康
保
険
の
給
付
に
つ
い
て

１
．
環
境
問
題
（
本
町
南
柳
田
）
に
つ
い
て

２
．
職
員
の
労
働
条
件
に
つ
い
て

３
．
が
ん
予
防
対
策
に
つ
い
て

１
．
福
祉
行
政
（
健
康
づ
く
り
の
推
進
）
に
つ
い
て

２
．
地
域
活
性
化
事
業
（
電
線
地
中
化
事
業
）
に
つ
い
て

１
．
道
路
（
第
２
光
城
団
地
内
）
の
植
栽
管
理
に
つ
い
て

２
．
平
川
診
療
所
の
経
営
等
に
つ
い
て

１
．
閉
校
後
（
小
国
小
中
学
校
）
の
利
用
法
に
つ
い
て

２
．
尾
上
農
村
婦
人
の
家
の
通
路
に
つ
い
て

１
．
農
業
振
興
に
つ
い
て

２
．
通
学
路
の
安
全
確
保
（
街
灯
）
に
つ
い
て

３
．
学
校
給
食
（
玄
米
給
食
導
入
）
に
つ
い
て

１
．
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

１
．
古　
川　

敏　
夫　

議
員　
﹇
一
括
質
問
方
式
﹈

　

２
．
大　
川　
　
　

登　

議
員　
﹇
一
括
質
問
方
式
﹈

　

３
．
齋　
藤　
　
　

剛　

議
員　
﹇
一
括
質
問
方
式
﹈

　

４
．
大　
澤　

敏　
彦　

議
員　
﹇
一
括
質
問
方
式
﹈

　

５
．
齋　
藤　

律　
子　

議
員　
﹇
一
問
一
答
方
式
﹈

　

６
．
齋　
藤　

政　
子　

議
員　
﹇
一
括
質
問
方
式
﹈

　

７
．
工　
藤　

竹　
雄　

議
員　
﹇
一
括
質
問
方
式
﹈

　

８
．
小　
野　

敬　
子　

議
員　
﹇
一
括
質
問
方
式
﹈

　

９
．
福
士　

惠
美
子　

議
員　
﹇
一
括
質
問
方
式
﹈

●
６
月
定
例
会
で
は
、15
日（
火
）と
16
日（
水
）の
２
日
間
に
わ
た
り
、９
人
の
議
員
に
よ
り
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
こ
こ
で
は
質
問
及
び
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

平成22年第２回（６月）定例会　一般質問傍聴席



ひらかわ市議会だより　第１９号

一般質問

古川　敏夫　議員

世
界
一
の
扇
ね
ぷ
た
の
運
行
コ
ー
ス
の
無
電
柱
化
、
早
期
着
工
に
！

○
福
祉
行
政（
健
康
づ
く
り
の
推
進
）
○
地
域
活
性
化
事
業（
電
線
地
中
化
事
業
）

元
気
あ
ふ
れ
る
健
康
づ

く
り
の
推
進

古
川　

「
ひ
と
・
地
域
・
産

業
が
き
ら
め
く
」
平
川
市
を

目
指
す
に
は
、
市
民
が
心
身

と
も
に
健
康
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
①
市
民
の
医
療
費

に
つ
い
て
。
②
特
定
検
診
の

受
診
状
況
と
、
異
常
が
あ
っ

た
場
合
の
指
導
方
法
③
今
後

の
健
康
づ
く
り
の
進
め
方
。

市
長　

①
国
保
の
被
保
険
者

に
関
し
て
の
医
療
費
は
、
平

成
20
年
度
で
25
億
６
０
４
８

万
３
３
５
９
円
、
11
万
２
９

６
２
件
。
平
成
21
年
度
で
26

億
１
５
９
０
万
５
４
５
３

円
。前
年
度
比
で
件
数
は
２
・

09
％
の
減
で
は
あ
る
が
、
医

療
費
で
は
２
・
16
％
の
増
と

な
っ
て
い
る
。
②
平
成
21
年

度
対
象
者
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
で
、
８
２
９
５
人
の
う
ち

受
診
者
２
６
４
８
人
で
31
・

９
％
の
受
診
率
。
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
と
血
糖
値
で
特
定
保

健
指
導
を
行
っ
た
の
は
、
全

体
で
440
人
。
健
診
を
受
け
た

全
員
に
結
果
説
明
を
し
、
特

に
異
常
が
あ
る
人

に
は
、
保
健
師
が

個
別
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
③
保
健

協
力
員
や
食
生
活

改
善
推
進
員
等
の

研
修
を
通
じ
、
意

識
啓
発
や
、
適
度

な
運
動
や
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
生

活
を
目
的
と
し
た

生
活
習
慣
改
善
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
業
を

実
施
し
て
い
く
。

第
２
光
城
団
地
に
緑
豊
か
な
潤
い
あ
る
空
間
を
！

○
第
２
光
城
団
地
幹
線
道
路
植
栽
管
理
○
平
川
診
療
所
の
経
営
等

大川　　登　議員

道
路
の
植
栽
管
理
は
、

行
政
が
行
う
責
任
が
あ

る
の
で
は
な
い
か

大
川　

平
成
10
年
度
に
販
売

開
始
と
な
っ
た
第
２
光
城
団

地
の
道
路
に
は
、
ネ
ム
ノ
キ

が
あ
っ
た
が
、
立
ち
枯
れ
て

し
ま
い
、
切
っ
た
ま
ま
で
閑

散
と
し
た
町
並
み
と
な
っ
て

い
る
。
失
敗
し
た
植
栽
は
行

政
の
責
任
で
は
な
い
の
か
。

市
長　

平
成
19
年
度
、
平
成

20
年
度
に
光
城
町
会
か
ら
立

ち
枯
れ
た
ネ
ム
ノ
キ
の
撤
去

と
植
栽
の
要
望
が
あ
っ
た

が
、
公
共
施
設
の
有
効
的
な

活
用
及
び
維
持
管
理
事
務
の

軽
減
の
た
め
、
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
を
推
進
し
て
い

る
流
れ
か
ら
考
え
る
と
、
市

で
新
た
に
管
理
を
す
る
こ

と
は
好
ま
し
く
な
い
と
思

っ
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
景
観
の
向

上
、
維
持
に
努
め
て
も
ら
い

た
い
と
返
事
を
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
、
町
会
が
行
う

街
づ
く
り
事
業
に
要
す
る
経

費
は
、
マ
イ
ロ
ー
ド
・
マ
イ

タ
ウ
ン
整
備
事
業
が
予
算
計

上
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
業

を
活
用
し
て
、
潤
い
の
あ
る

空
間
を
再
現
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
の
際
も
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
が
維
持
管
理
す

る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

る
。

大
川　

維
持
管
理
に
は
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
け
れ

ば
、
ま
た
同
じ
こ
と
の
繰
り

返
し
で
あ
る
。

建
設
部
長　

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
密
に
取

り
な
が
ら
進
め
た
い
。

平
川
診
療
所
の
経
営

大
川　

経
営
し
て
い
く
た
め

に
は
、
外
部
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

市
長　

経
営
改
善
を
含
め
、

今
後
の
診
療
所
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
市
の
施
策
の
重

点
事
項
と
し
て
、
関
係
す
る

部
や
課
の
職
員
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
方
向
づ
け
を
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
当
然
外
部
の
医
療
専

門
ス
タ
ッ
フ
の
検
討
も
、
当

然
さ
れ
る
こ
と
と
思
っ
て
い

る
。

平
賀
駅
前
中
央
商
店
街

通
り
電
線
地
中
化
事
業

の
そ
の
後
の
経
過
を
説

明
せ
よ

古
川　

駅
前
か
ら
100
メ
ー
ト

ル
が
平
成
25
年
度
ま
で
に
完

成
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
た

が
、
役
所
前
ま
で
の
約
150
メ

ー
ト
ル
に
つ
い
て
早
期
着
工

す
る
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

市
長　

平
成
21
年
度
か
ら
平

成
25
年
度
ま
で
の
県
第
２
期

無
電
柱
化
推
進
計
画
に
、
平

賀
駅
か
ら
葛
西
精
肉
店
ま
で

の
約
100
メ
ー
ト
ル
が
計
上
さ

れ
、
平
成
24
年
度
以
降
に
実

施
さ
れ
る
と
い
う
県
の
情
報

が
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
の
区

間
に
つ
い
て
も
、
今
年
度
も

県
に
対
す
る
重
点
要
望
と
し

て
行
う
予
定
で
あ
る
。

古
川　

世
界
一
の
ね
ぷ
た
の

通
路
で
あ
る
市
役
所
入
口
ま

で
、
県
に
要
望
し
て
早
期
着

工
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

建
設
部
長　

県
の
第
３
期
計

画
に
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
毎
年
重
点
要
望

を
し
て
い
く
。

歩道には、ネムノキのあった跡が残っている。
現在、その近くにはプランターが設置されてい
る。



一般質問

齋藤　　剛　議員

学
校
閉
校
後
の
施
設
の
利
用
方
法
を
早
急
に
考
え
て
お
く
べ
き
！

○
小
国
小
中
学
校
の
閉
校
後
の
利
用
法
○
尾
上
農
村
婦
人
の
家
の
通
路
拡
幅

今
年
度
で
閉
校
す
る
小

国
小
中
学
校
の
利
用
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か

齋
藤　

平
成
10
年
に
建
築
さ

れ
た
き
れ
い
な
学
校
で
、
整

備
さ
れ
た
校
庭
は
見
事
で
あ

る
。
解
体
す
る
の
も
も
っ
た

い
な
い
の
で
、
老
健
施
設
や

野
菜
工
場
等
に
す
る
よ
う
な

考
え
は
な
い
か
。

市
長　

地
域
の
核
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

小
国
小
中
学
校
が
閉
校
と
な

る
こ
と
は
、
大
変
残
念
で
あ

る
。
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
な
施
設
へ
の
転
換

を
含
め
、
職
員
と
と
も
に
検

討
し
て
、
提
案
を
含
め
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
。

齋
藤　

市
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
う
た
っ
た
よ
う
に
、
雇

用
促
進
も
考
え
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
そ
う
い
う
利
用

も
考
え
れ
ば
と
思
う
。
使
わ

な
け
れ
ば
、
施
設
は
だ
め
に

な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
こ

れ
か
ら
の
い

い
見
本
に
な

る
よ
う
期
待

し
て
い
る
。

尾
上
農
村
婦
人
の
家
の

通
路
拡
幅
の
た
め
、
土

地
取
得
を

齋
藤　

幅
員
が
４
メ
ー
ト

ル
程
度
し
か
な
く
、
公
共
施

設
の
通
路
と
し
て
は
十
分
と

は
言
え
な
い
。
地
区
の
避
難

場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
非
常
時
に
緊
急

車
両
の
出
入
り
に
支
障
を
き

た
し
、
対
応
が
遅
れ
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
。
要
望
書
も

提
出
さ
れ
て
お
り
、
現
在
こ

の
通
路
南
側
に
隣
接
す
る
土

地
が
分
譲
中
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
早
急
に
対
応
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
そ
の
う
ち
に

売
却
さ
れ
、
よ
そ
の
手
に
渡

っ
て
し
ま
え
ば
条
件
が
悪
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

通
路
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
隣
地
の
方
の
通
路
と

し
て
利
用
す
る
際
に
、
旧
尾

上
町
と
の
複
雑
な
経
緯
が
あ

っ
た
よ
う
な
の
で
、
十
分
調

査
し
た
上
で
、
問
題
の
起
こ

ら
な
い
よ
う
な
対
処
の
仕
方

を
し
た
い
。
前
向
き
に
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

生
産
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
苗
木
の
補
植
に
つ
い
て
補
助
継
続
を
！

○
農
業
振
興
○
通
学
路
の
安
全
確
保
○
学
校
給
食

大澤　敏彦　議員

果
樹
経
営
安
定
対
策
事

業
の
今
後
の
考
え
方

大
澤　

当
市
の
基
幹
作
物
で

あ
る
リ
ン
ゴ
の
経
営
を
安
定

さ
せ
る
に
は
、
生
産
基
盤
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
が
第
一
で

あ
る
。
今
年
度
で
国
の
事
業

が
終
了
す
る
が
、
市
単
独
で

継
続
し
て
い
く
考
え
は
あ
る

の
か
。

市
長　

平
成
23
年
度
以
降
に

つ
い
て
、
国
の
方
針
が
ま
だ

決
定
し
て
い
な
い
。
県
り
ん

ご
協
会
が
国
に
要
望
書
を
提

出
し
て
お
り
、市
と
し
て
も
、

直
接
こ
の
部
分
に
関
し
て
農

林
水
産
大
臣
に
要
望
書
を
提

出
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
月

に
県
知
事
、
県
議
会
議
長
、

市
長
会
代
表
（
大
川
市
長
）、

町
村
会
長
代
表
、
町
村
議
会

代
表
と
一
緒
に
、
関
係
省
に

行
っ
て
陳
情
し
て
い
る
。

経
済
部
長　

耕
作
す
る
側
の

支
援
は
、
名
称
が
変
わ
っ
て

も
継
続
す
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
市
単
独
と
い
う
の
は
、

今
の
と
こ
ろ
国
の
事
業
の
推

移
を
見
て
か
ら
と
し
か
言
え

な
い
。

事
故
や
事
件
の
起
き
る

前
に
安
全
対
策
を

大
澤　

新
館
野

木
和
町
居
線
が

整
備
さ
れ
、
東

中
学
校
生
徒
の

通
学
路
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て

い
る
が
、
農
園

の
間
を
通
っ
て

お
り
、
900
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
街

灯
も
な
い
。
街

灯
や
防
犯
等
設
置
の
考
え
は

な
い
か
。

市
長　

路
上
に
電
柱
等
が
な

く
、
設
置
す
る
場
合
、
専
用

柱
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
費
用
の
見
積
も
り

を
お
願
い
し
て
い
る
。
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

玄
米
給
食
の
導
入
に
つ

い
て

大
澤　

千
葉
県
野
栄
（
の
さ

か
）
中
学
校
で
玄
米
給
食
を

導
入
し
、
生
活
・
活
動
・
成

績
面
に
お
い
て
成
果
を
出
し

て
い
る
事
例
も
あ
る
。
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
、
健
康

に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え
る

が
、教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

教
育
長　

当
給
食
セ
ン
タ
ー

の
米
飯
シ
ス
テ
ム
は
、
玄
米

を
使
用
し
た
実
績
が
な
い
。

ま
た
、
保
護
者
、
生
徒
の
理

解
を
得
ら
れ
る
か
に
つ
い
て

も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

も
の
か
検
証
し
、
情
報
を
集

め
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た

い
。

尾上農村婦人の家に入る道路は、
両側がブロックの壁でせまい。
写真左側の土地が現在分譲中と
なっている。
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一般質問

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
公
費
負
担
で
！

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
補

助
金
制
度
を
創
設
す
る

考
え
は

齋
藤　

近
年
の
経
済
情
勢
か

ら
、
住
宅
建
築
が
減
り
、
大

工
さ
ん
は
仕
事
が
な
く
、
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
全

国
の
自
治
体
で
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
に
補
助
金
を
出
す
制

度
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

当
市
で
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
補
助
金
を
創
設

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

大
工
さ
ん
に
限
ら

ず
、
国
保
関
係
の
部
分
で
、

収
入
が
減
っ
て
お
り
、
市

全
体
の
税
収
も
減
っ
て
い

る
。
大
工
さ
ん
方
の
気
持
ち

は
重
々
わ
か
る
が
、
近
隣
市

町
村
の
動
向
を
見
て
考
え
た

い
。

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に

つ
い
て

齋
藤　

が
ん
を
予
防
で
き
る

画
期
的
な
ワ
ク
チ
ン
が
認
可

さ
れ
、
接
種
が
始
ま
っ
て
い

る
が
、
３
回
の
接
種
が
必
要

で
、
そ
の
費
用
が
高
額
な
た

め
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
。

①
集
団
接
種
を
実
施
す
る
考

え
は
な
い
か
。
②
３
回
分
の

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
公

費
で
負
担
す
る
考
え
は
な
い

か
。
③
小
学
校
６
年
生
か
ら

中
学
校
１
年
生
ま
で
の
平
川

市
の
対
象
者
数
と
接
種
費
用

に
つ
い
て
。

市
長　

①
国
や
県
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
②
実
施
に
あ

た
っ
て
は
さ
ら
に
、
財
政
等

の
協
議
が
必
要
。
③
対
象
者

は
６
年
生
が
155
人
、
中
学
校

１
年
生
が
158
人
で
計
31
人
。

単
純
に
１
人
当
た
り
の
接
種

費
用
が
４
万
８
０
０
０
円

（
西
目
屋
村
参
考
）

と
す
れ
ば
１
５
０
２

万
４
０
０
０
円
ほ
ど
に
な
る

と
試
算
し
て
い
る
。

非
核
平
和
都
市
宣
言
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
の
か

齋
藤　

平
成
19
年
９
月
に
平

川
市
平
和
都
市
宣
言
に
関
す

る
決
議
を
満
場
一
致
で
決
め

た
が
、
看
板
・
垂
れ
幕
等
で

形
に
あ
ら
わ
す
べ
き
と
思
う

が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

こ
の
宣
言
を
し
た
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
行
動
に
反

映
さ
せ
て
い
く
か
が
大
事
で

あ
る
。
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

具
体
的
な
こ
と
は
、も
う
少
し

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

齋
藤　

議
会
広
報
に
は
掲
載

さ
れ
た
が
、「
広
報
ひ
ら
か

わ
」
に
は
載
せ
た
の
か
。

総
務
部
長　

８
月
と
い
う
大

切
な
日
に
掲
載
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
８
月
に
は
実
施
し

た
い
。

○
地
域
経
済
の
活
性
化（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
）
○
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
○
非
核
平
和
都

市
宣
言
○
平
川
市
食
育
推
進
計
画

齋藤　律子　議員

も
っ
と
学
校
給
食
に
地
元
農
産
物
の
導
入
を
！

○
学
校
給
食
○
ご
み
の
減
量
化

齋藤　政子　議員

学
校
給
食
へ
の
地
元
農

産
物
の
導
入

齋
藤　

①
現
在
ど
の
く
ら
い

導
入
さ
れ
て
い
る
の
か
。
②

農
産
物
を
導
入
し
て
い
る
業

者
数
。
③
産
直
セ
ン
タ
ー
ひ

ら
か
の
農
産
物
を
導
入
す
る

考
え
は
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

①

平
成
20
年
度
は
、
全
体
の
賄

材
料
費
の
う
ち
７
・
９
％
、

金
額
で
１
１
１
４
万
６
０
０

０
円
が
地
元
農
産
物
。
平
成

21
年
度
は
10
・
３
％
、金
額
で

１
４
５
２
万
円
で
あ
り
、
尾

上
地
区
３
小
中
学
校
が
米
飯

給
食
に
移
行
し
た
た
め
ふ
え

て
い
る
。
②
平
成
21
年
度
、

平
賀
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は

６
業
者
、
尾
上
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
７
業
者
で
あ
る
。

③
当
然
、
規
格
・
数
量
・
安

全
・
安
心
な
ど
の
条
件
が
あ

り
、
相
当
早
い
時
期
か
ら
見

積
も
り
が
必
要
と
な
る
が
、

よ
り
安
心
で
、
な
お
か
つ
安

価
な
物
を
選
択
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
。

齋
藤　

必
ず
し
も
、
産
直
セ

ン
タ
ー
ひ
ら
か
の
物
で
な
く

て
も
、
地
元
産
を
も
っ
と
給

食
に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

話
し
合
い
は
し
た
こ
と
は
あ

る
が
、話
に
な
ら
な
か
っ
た
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

我

々
も
地
元
産
を
活
用
し
た
い

の
は
同
じ
気
持
ち
で
あ
る
。

責
任
の
所
在
や
、
納
期
に
間

に
合
わ
な
い
と
言
わ
れ
て
も

困
る
の
で
、
そ
の
対
応
策

や
、
農
協
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
し
て
も
ら
え
る
の
か
、
い

ろ
い
ろ
手
法
は
あ
る
と
思
う

の
で
、
今
後
、
具
体
的
に
話

し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

の
普
及
に
つ
い
て

齋
藤　

ご
み
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
配
布
し
て
い
る
段
ボ

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
家
庭

の
生
ご
み
処
理
に
最
適
だ
と

思
う
が
、
市
と
し
て
の
考
え

方
を
伺
う
。

市
長　

資
源
の
有
効
利
用
と

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
非
常
に
効

果
的
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
段

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

で
処
理
し
た
物
は
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
家

庭
菜
園
等
の
肥
料
と

し
て
使
う
こ
と
に
な

る
が
、
活
用
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
広

報
で
周
知
す
る
な

ど
、
市
民
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
力
す
る
。

本庁舎２階市民課で、段ボールコンポストを展示
中。興味のある方はぜひお立寄り下さい。

広報ひらかわ平成22年８月号に掲載
された



一般質問

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
日
頃
か
ら
の
防
災
意
識
向
上
を
！

○
防
災
体
制
づ
く
り
○
国
民
健
康
保
険
給
付
に
お
け
る
問
題
点

小野　敬子　議員

少
子
化
に
歯
ど
め
を
か
け
る
施
策
の
展
開
を
！

○
平
川
市
長
期
総
合
プ
ラ
ン
基
本
構
想
（
重
要
事
業
の
実
績
・
少
子
化
対
策
）

前
期
基
本
計
画
の
重
要

事
項
の
実
績
は

工
藤　

市
民
の
希
望
と
理
想

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
平
成
19
年
度
か
ら
10
年

間
の
長
期
総
合
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
い
る
が
、
前
期
基
本

計
画
は
平
成
23
年
度
ま
で
の

５
年
計
画
で
あ
る
。
こ
の
前

期
基
本
計
画
の
重
要
事
項
の

実
績
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

市
長　

町
村
合
併
以
降
、
積

み
残
し
て
き
た
課
題
も
多
く 工藤　竹雄　議員

あ
っ
た
が
、
昨
年
の
国
の
補

正
予
算
に
よ
る
地
域
活
性
化

交
付
金
を
活
用
し
、
実
施
計

画
に
記
載
事
業
を
前
倒
し
で

消
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
課

題
解
決
に
臨
ん
で
い
る
。
平

成
24
年
度
（
〜
平
成
28
年

度
）
後
期
基
本
計
画
策
定
に

向
け
、
今
年
は
前
期
基
本
計

画
の
進
捗
状
況
と
長
期
総
合

プ
ラ
ン
の
全
体
の
実
績
を
検

証
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果

工
藤　

平
成
19
年
度
に
頑
張

る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

施
策
実
現
に
取
り
組
み
、
３

ヵ
年
で
約
７
億
９
０
０
０
万

円
、
８
事
業
を
提
案
し

て
い
た
が
、
①
成
果
と

実
績
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。
②
計
画
人
口
は
達

成
可
能
で
あ
る
か
。
③

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化

の
医
療
費
助
成
金
は
い

く
ら
だ
っ
た
の
か
。
④

本
人
負
担
の
額
は
い
く

ら
か
。
⑤
義
務
教
育
の

中
学
生
ま
で
無
料
化
に

し
た
場
合
、
市
の
負
担
額
は

い
く
ら
に
な
る
か
。
⑥
第
１

子
か
ら
出
産
祝
金
を
支
給
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

①
全
国
的
に
出
生
率

が
低
下
し
続
け
る
中
で
、
ほ

ぼ
現
状
を
維
持
し
て
き
た
こ

と
は
、一
つ
の
成
果
で
あ
る
。

②
現
実
に
は
、
人
口
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
歯
ど
め
を

か
け
る
こ
と
を
目
標
に
、
雇

用
対
策
、
少
子
化
対
策
等
に

よ
り
、
そ
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。
③
平
成
21
年
度
の

乳
幼
児
医
療
給
付
事
業
の
助

成
額
は
２
９
７
８
万
８
８
７

６
円
（
う
ち
２
分
の
１
は
県

補
助
）。
④
受
診
者
負
担
額

は
246
万
５
０
０
０
円
。
⑤
受

診
者
負
担
の
分
と
、
７
歳
か

ら
15
歳
（
中
学
生
）
ま
で
拡

大
に
か
か
わ
る
市
の
負
担
は

４
５
０
０
万
円
程
度
と
想
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
無
料
の

拡
大
に
よ
り
国
保
の
調
整
交

付
金
減
額
が
予
想
さ
れ
、
財

政
状
況
を
考
慮
す
る
と
困
難

と
思
わ
れ
る
。
⑥
金
額
を
少

な
く
し
て
、
第
２
子
か
ら
支

給
で
き
な
い
か
と
い
う
意
見

も
あ
り
、
財
源
等
も
含
め
て

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

防
災
計
画
書
作
成
だ
け

で
は
な
く
、
市
民
へ
周

知
す
べ
き
で
は
な
い
か

小
野　

分
厚
い
計
画
書
を

何
人
の
人
が
読
む
の
だ
ろ
う

か
。こ
の
計
画
書
の
中
か
ら
、

い
ざ
と
い
う
時
に
必
要
な

事
項
、
連
絡
等
の
わ
か
り
や

す
い
組
織
図
や
、
そ
の
ほ
か

避
難
場
所
等
の
マ
ッ
プ
、
危

機
管
理
意
識
の
啓
発
、
防
災

知
識
を
身
に
つ
け
、
防
災
に

対
す
る
心
構
え
を
示
し
た
も

の
な
ど
を
毎
戸
へ
配
布
し
た

り
、
避
難
場
所
の
看
板
設
置

な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と
は
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

現
在
、
避
難
場
所
等

の
周
知
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
平
川
流
域
沿

い
の
町
会
に
配
布
し
て
い
る

「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

し
か
な
い
。
市
民
全
体
へ
の

周
知
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
年
度
、
避
難

場
所
５
ヵ
所
に
表
示
看
板
を

設
置
す
る
予
定
で
、
今
後
も

計
画
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
印
刷
物
で
市
民

へ
の
周
知
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

海
外
渡
航
中
に
受
け
た

医
療
の
国
保
給
付
の
問

題
点

小
野　

国
保
被
保
険
者
が
海

外
渡
航
中
に
医
療
を
受
け
た

場
合
、
一
た
ん
全
額
自
己
負

担
し
て
も
、
国
保
担
当
窓
口

に
申
請
し
、
審
査
で
決
定
す

れ
ば
、
自
己
負
担
分
を
除
い

た
額
が
後
で
支
給
さ
れ
る
。

し
か
し
、
翻
訳
し
て
提
出
す

る
に
は
情
報
が
少
な
く
、
翻

訳
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
情
報

や
、
翻
訳
料
の
負
担
を
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
は
、
日
本
の

基
準
で
の
保
険
診
療
と
し
て

認
め
ら
れ
た
治
療
内
容
に
限

ら
れ
て
い
る
。
翻
訳
等
の
費

用
は
申
請
者
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ

こ
ま
で
考
え
て
い
な
い
。
全

国
的
な
課
題
で
あ
る
の
で
、

今
後
働
き
か
け
を
し
て
い
き

た
い
。

平成19年度に策定された長期総合プラン。
前期基本計画は５年間で、今後後期基本計画
が策定される。
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一般質問

本
町
南
柳
田
地
区
の
環

境
問
題
に
つ
い
て
の
対

策福
士　

①
廃
車
が
10
台
以
上

放
置
さ
れ
、
道
路
が
狭
く
な

り
、
住
民
は
緊
急
車
両
が
入

っ
て
こ
れ
な
い
と
心
配
し
て

い
る
の
で
、
対
策
を
伺
う
。

②
犬
が
多
頭
飼
育
さ
れ
て
い

る
が
、放
し
た
り
す
る
の
で
、

他
人
の
建
物
の
前
に
ふ
ん
を

し
て
、
困
っ
て
い
る
。
犬
の

登
録
を
し
て
、
狂
犬
病
予
防

接
種
を
し
て
い
る
の
か
。
③

ハ
ト
に
え
さ
を
与
え
る
た

め
、
た
く
さ
ん
住
み
つ
き

ふ
ん
が
散
乱
し
て
い
る
。
隣

近
所
の
人
た
ち
は
困
っ
て
い

る
。
市
の
対
策
を
伺
う
。

市
長　

①
平
成
元
年
か
ら
問

題
視
さ
れ
て
お
り
、
市
は
車

の
所
有
者
本
人
に
対
し
公
害

防
止
措
置
命
令
書
を
発
し
、

撤
去
を
求
め
て
き
た
が
、
解

決
に
至
っ
て
い
な
い
。
市
民

市
民
の
安
全
確
保
に
、
市
と
し
て
対
策
を
！

○
本
町
の
環
境
問
題
○
職
員
の
労
働
条
件
○
が
ん
予
防
対
策

福士　惠美子　議員

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

関
係
機
関
と
相
談
し
な
が
ら

対
処
し
て
い
き
た
い
。
②
放

し
飼
い
の
犬
や
、
登
録
さ
れ

て
い
な
い
犬
に
つ
い
て
、
今

後
、
責
任
の
あ
る
飼
育
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
定

期
的
な
監
視
を
行
い
た
い
。

③
ど
う
い
う
よ
う
な
方
法

が
、
一
番
効
果
が
あ
る
の
か

を
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

職
員
の
労
働
条
件

福
士　

①
平
成
21
年
の
年

次
休
暇
や
病
気
休
暇
の
取
得

状
況
。
②
時
間
外
勤
務
手
当

の
支
給
状
況
と
振
り
替
え
状

況
。
③
昨
年
度
か
ら
産
業
医

を
配
置
し
、
健
康
に
関
す
る

相
談
を
行
っ
た
よ
う
だ
が
、

相
談
回
数
、件
数
、内
容
（
パ

ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
含
む
）。

④
行
政
改
革
大
綱
で
計
画
さ

れ
た
職
員
数
や
人
件
費
の
実

態
。

市
長　

①
平
成
21
年
の
年
次

休
暇
取
得
平
均
７
・
３
日
、

病
気
休
暇
は
延
べ
29
人
で
、

う
ち
休
職
者
６
人
。
平
成

22
年
４
月
末
の
病
気
休
職

者
２
人
は
、
現
在
は
試
し

出
勤
を
し
て
い
る
。
②
平
成

21
年
度
時
間
外
勤
務
等
命
令

は
１
万
９
９
１
２
時
間
、
う

ち
時
間
外
勤
務
手
当
支
給

７
８
９
１
時
間
で
39
・
６

％
。
振
り
替
え
の
対
応
は

１
万
２
０
２
１
時
間
で
う
ち

６
割
消
化
さ
れ
て
い
る
。
③

葛
川
診
療
所
の
木
村
医
師
を

任
命
し
、
昨
年
度
２
回
の
健

康
相
談
を
実
施
し
、
述
べ
13

名
が
相
談
し
て
い
る
。
セ
ク

ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

は
、
ほ
か
に
各
部
署
に
相
談

員
を
指
名
し
配
置
し
て
い
る

が
、
具
体
的
な
報
告
は
な
か

っ
た
。
④
平
成
22
年
４
月
の

目
標
値
は
、
職
員
数
452
人
、

実
績
417
人
で
あ
る
。
人
件
費

は
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21

年
度
ま
で
の
削
減
効
果
額
目

標
15
億
４
８
０
０
万
円
に
対

し
、
実
績
額
は
24
億
８
７
０

０
万
円
で
あ
り
、

９
億
３
９

０
０
万
円

の
増
で
あ

る
。

お知らせ　～平川市議会会派の動き～

議会を傍聴してみませんか

会派別人数　　　（平成 22年 7月 31日現在）
会派名 人　　　　数

親政会 13名
正進会 5名
無会派 6名（うち政党所属 2名）

定例会は

３月、６月、９月、１２月に

　　　　　　　行われます

　詳しくは議会事務局まで　

　　電話（０１７２）４４－１１１１

　　（内線１５１０・１５１１・１５１２）

◆平成 22年７月 30日に、田中友彦議員が
　親政会から退会しました。
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議員研修視察報告

■
研
修
先
■　

農
業
生
産
法

人
グ
リ
ン
リ
ー
フ
㈱
、
㈱
野

菜
く
ら
ぶ　

群
馬
県
利
根
郡

昭
和
村

■
目
的
■　

契
約
栽
培
で

出
荷
で
き
な
い
も
の
を
加
工

し
、
付
加
価
値
を
高
め
て
収

益
を
上
げ
る
努
力
を
し
て
い

る
グ
リ
ン
リ
ー
フ
と
、
新
規

就
農
者
を
支
援
す
る
「
独
立

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施

し
て
い
る
野
菜
く
ら
ぶ
の
企

業
的
な
農
業
経
営
に
つ
い
て

研
修
視
察
し
、
当
市
の
農
業

ビ
ジ
ョ
ン
の
参
考
と
す
る
。

■
結
果
■

【
契
約
栽
培
】
主
に
外
食
産

業
（
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
）
と
の

契
約
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

（
外
食
産
業
は
、
価
格
の
変

動
が
な
い
の
で
、
安
定
し
た

価
格
で
続
け
て
も
ら
う
こ
と

に
価
値
が
あ
る
。）

　

契
約
栽
培
は
、
相
場
に
左

右
さ
れ
な
い
の
で
、
農
家
が

安
定
し
た
経
営
が
で
き
る
。

年
間
を
通
し
た
野
菜
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
に
、静
岡
県
、

群
馬
、
青
森
県
（
平
成
19
年

か
ら
）
の
連
携
で
、
安
定
し

た
価
格
を
維
持
し
て
い
る
。

　

年
間
の
契
約
に
つ
い
て
は
、

年
に
２
〜
３
回
し
か
価
格
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
な
い
。

【
研
修
受
け
入
れ
、
独
立
プ

ロ
グ
ラ
ム
】　

農
業
フ
ェ
ア

で
、
将
来
自
分
で
農
業
を
や

り
た
い
人
を
募
集
す
る
。
体

力
的
な
こ
と
や
、
経
済
的
な

金
銭
感
覚
な
ど
、
採
用
ま
で

の
半
年
間
い
ろ
い
ろ
話
し
合

う
。
生
産
者
に
１
年
か
ら
２

年
研
修
し
、技
術
的
な
面（
ト

ラ
ク
タ
ー
の
運
転
、
苗
の
植

え
方
な
ど
）
を
学
ぶ
。
生
活

で
き
る
分
の
給
料
も
支
給
さ

れ
る
。

　

黒
石
市
沖
揚
平
で
は
、
独

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
新
規

就
農
し
た
山
田
さ
ん
が
活
躍

し
て
お
り
、
地
元
の
生
産
者

と
の
協
力
体
制
を
得
て
成
功

し
て
い
る
。

　

６
月
定
例
会
で
可
決
し
た
議
案
第
１
号
〜
３
号
ま
で

の
議
員
派
遣
に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
各
班
で

テ
ー
マ
を
決
め
、
企
画
を
練
っ
た
研
修
は
得
る
も
の
が

多
く
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

企
業
的
な
農
業
経
営

に
つ
い
て

に
つ
い
て

売り上げ内訳

ネットワーク（グリ
ンリーフ、野菜くら
ぶ、サングレイス）
全体

20 億円

生野菜 14 億円

こんにゃく　３億円

加工品 ６億円 漬　　　物　３億 3,000 万円

冷 凍 野 菜　 7,000 万円

■
研
修
期
間
■　

平
成
22
年

６
月
29
日
（
火
）
〜
７
月
１

日
（
木
）
３
日
間

■
派
遣
議
員
■　

大
澤
敏
彦
、

山
田
尚
人
、
小
野
長
道
、

佐
々
木
利
正
、
工
藤
竹
雄
、

山
口
昇
、
對
馬　

實
、
齋
藤

正
明
、
葛
西
清
仁
、
今
井
章

也
、
齋
藤
政
子
、
木
村
兼
由
、

田
中
友
彦
、
古
川
昭
二
、
佐

藤　

雄
、
福
士
惠
美
子
、
小

田
桐
信
勝　
　
　

（
17
名
）

■
随
行
■　

議
会
事
務
局
主

幹
兼
議
事
係
長　

清
藤
哲
彦
、

主
査　

長
尾
陽
子

コンニャクイモ畑

【
有
機
栽
培
】　

肥
料
や
農
法

は
、
特
別
特
殊
な
も
の
で
は

な
く
、
有
機
質
肥
料
を
使
用

し
て
お
り
、ボ
ル
ド
ー
液（
有

機
材
）
な
ど
、
使
用
で
き
る

農
薬
は
使
っ
て
い
る
。

【
今
後
】　

冬
の
野
菜
が
少
な

い
の
で
、
南
の
地
域
で
適
地

適
作
を
目
指
す
。

　

産
地
直
送
で
の
、
農
産
物

の
安
定
供
給
体
制
づ
く
り
。

就
農
者
を
ふ
や
し
、
農
業
を

や
り
た
い
人
が
素
直
に
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、

全
国
で
活
躍
し
て
、
会
社
の

理
念
を
地
域
や
次
の
世
代
に

つ
な
げ
て
い
く
。

■
感
想
等
■　

契
約
栽
培

は
、計
画
の
確
実
性
と
信
頼
、

記
帳
等
の
事
務
作
業
が
求
め

ら
れ
る
が
、
達
成
で
き
れ
ば

農
家
の
経
営
安
定
に
つ
な
が

る
魅
力
あ
る
方
法
だ
と
言
え

る
。 ◆

有
機
栽
培
で
行
っ
て

い
る
野
菜

・
コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
モ

・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

・
コ
マ
ツ
ナ

・
ニ
ラ

・
白
菜

・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

・
タ
マ
ネ
ギ

▼

写
真
左
は
、
青
森
県
浪
岡
出
身
の
伊

藤
君
。
た
だ
い
ま
研
修
中
。



ひらかわ市議会だより　第１９号

議員研修視察報告

■
研
修
先
■　

㈱
波
里
（
な

み
さ
と
）　

栃
木
県
佐
野
市

■
目
的
■　

米
の
生
産
調
整

に
つ
い
て
「
減
反
政
策
」
か

ら
「
水
田
フ
ル
活
用
」
へ
と

転
換
し
、
水
田
を
有
効
活
用

で
き
る
米
粉
用
の
米
等
を
推

進
す
る
た
め
、
微
細
製
粉
技

術
の
向
上
と
用
途
別
の
米
粉

提
供
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
工
場
を
視
察
し
、
米

の
新
た
な
需
要
拡
大
や
、
転

作
作
物
と
し
て
の
活
用
に
役

立
て
る
。

■
結
果
■

【
米
粉
と
は
】
従
来
、
米
粉

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の

は
、
上
新
粉
、
上
用
粉
、
も

ち
粉
、
白
玉
粉
な
ど
、
主
に

和
菓
子
の
用
途
で
あ
る
。
近

年
上
新
粉
や
上
用
粉
を
、
さ

ら
に
微
粉
砕
し
た
粉
の
こ
と

を
、
一
般
的
に
米
粉
（
こ
め

こ
）
と
呼
び
、
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
に
向
け
る
研
究
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
る

米
の
新
た
な
需
要
拡

大
に
つ
い
て

大
に
つ
い
て

　　　

澤
浦
社
長
は
、
農
業
を
ト

ー
タ
ル
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、

独
立
後
も
継
続
可
能
な
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
る
。
い

く
ら
補
助
が
あ
っ
て
も
、
生

産
し
た
も
の
が
売
れ
て
、
つ

な
が
っ
て
い
か
な
い
と
、
将

来
が
見
え
な
い
。
こ
れ
は
、

新
規
就
農
者
、
農
業
に
限
ら

ず
、
す
べ
て
に
お
い
て
通
じ

る
こ
と
で
あ
る

【
米
粉
の
特
徴
】

・
小
麦
粉
に
比
べ
て
水
を
よ

く
吸
う
た
め
「
し
っ
と
り
」

し
て
い
る
。

・
グ
ル
テ
ン
（
粘
り
の
も

と
）
が
な
い
の
で
、
小
麦
粉

よ
り
油
を
吸
わ
ず
、
カ
ロ
リ

ー
が
抑
え
ら
れ
る
の
で
、
天

ぷ
ら
な
ど
に
使
う
と
、
時
間

が
た
っ
て
も
、「
サ
ク
サ
ク
」

「
カ
リ
ッ
」
と
が
長
持
ち
す

る
。

・
で
ん
粉
の
消
化
速
度
が
遅

い
の
で
、
腹
持
ち
が
よ
い
。

・
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
も

食
べ
ら
れ
る
。

【
米
粉
普
及
の
課
題
及
び
方

向
性
】

・
小
麦
粉
と
米
粉
の
価
格
差

低
減
（
品
質
改
良
。
生
産

者
、
殻
粉
業
者
、
流
通
業
者

等
、
み
ん
な
で
取
り
組
む
べ

き
課
題
）

・
米
粉
専
用
米
の
生
産
に
よ

る
安
定
し
た
原
料
供
給

・
小
麦
粉
代
用
用
途
で
は
な

く
、
米
粉
の
特
徴
を
生
か
し

た
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
食
品

の
開
発

・
家
庭
に
常
備
し
て
も
ら
え

る
専
用
粉
・
ミ
ッ
ク
ス
粉
の

開
発

【
米
粉
の
新
規
需
要
】　

パ
ン

用
、
麺
用
等
に
つ
い
て
、
国

は
米
粉
の
利
用
促
進
を
図
っ

て
お
り
（
米
殻
の
新
用
途
へ

の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律

平
成
21
年
７
月
１
日
施
行
）、

こ
れ
ま
で
の
中
小
企
業
に
加

え
、
大
手
企
業
も
取
り
組
み

始
め
た
こ
と
か
ら
、
原
料
米

使
用
量
は
、
平
成
20
年
度
推

計
で
約
９
０
０
０
ト
ン
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

■
感
想
等
■

・
米
は
小
麦
よ
り
か
た
い
の

で
、
小
麦
と
同
じ
方
法
で

は
、
粉
に
な
ら
な
い
。
米
の

粉
で
パ
ン
を
つ
く
っ
て
も
、

し
ぼ
ん
で
し
ま
う
の
は
、
粒

度
の
大
き
さ
が
原
因
で
あ
っ

た
。
か
た
い
米
を
微
粉
砕
す

る
製
粉
機
械
の
革
新
的
な
技

術
進
歩
に
よ
り
、
米
粉
製
造

が
可
能
と
な
っ
た
。

・
一
般
的
に
米
粉
と
言
っ
て

も
、
用
途
に
よ
っ
て
粒
子
の

細
か
さ
も
違
う
の
で
、
従
来

の
「
す
り
つ
ぶ
し
」
で
は
な

く
、
最
新
式
の
機
械
を
導
入

し
、
米
と
米
を
撹
拌
さ
せ
、

お
互
い
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ

と
で
、
風
味
や
甘
み
を
最
大

限
損
な
わ
な
い
よ
う
に
製
粉

し
て
い
る
。

・
当
市
も
原
料
の
米
は
い

く
ら
で
も
あ
る
し
、
減
反
の

田
に
米
粉
用
の
米
も
つ
く
れ

る
。
食
料
自
給
率
向
上
の
た

め
に
も
、
米
粉
の
普
及
に
取

り
組
む
べ
き
と
思
う
。

・
米
が
余
っ
て
い
る
と
言
い

な
が
ら
、
小
麦
と
比
べ
る
と

価
格
の
差
が
あ
り
、
小
麦
と

同
様
の
商
品
を
開
発
し
て
も

少
し
割
高
に
な
っ
て
い
る
。

・
米
粉
製
造
工
場
は
、
大
小

合
わ
せ
て
国
内
に
約
200
社
あ

る
そ
う
だ
。
米
粉
の
２
分
の

１
は
外
国
か
ら
輸
入
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
は
び
っ
く

り
し
た
。

・
世
界
的
食
糧
不
足
を
考
え

る
と
、
輸
入
小
麦
に
依
存
し

た
食
生
活
を
、
米
余
り
の
現

在
、
農
家
で
あ
る
我
々
が
再

認
識
す
る
の
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。

・
試
食
し
た
パ
ン
は
、
小
麦

粉
製
品
と
区
別
が
つ
か
な
い

ほ
ど
で
あ
る
。
学
校
給
食
に

も
地
産
地
消
を
目
指
し
、
取

り
組
め
れ
ば
と
思
う
。

・
米
粉
製
品
は
、
腹
持
ち
も

よ
く
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

と
し
て
見
直
さ
れ
て
い
る
。

中
央
や
大
手
に
頼
ら
ず
地
元

で
で
き
な
い
の
か
、
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

H16 H17 H18 H19

米粉パン学校
給食導入校数

4,067
校

6,063
校

7,836
校

8,067
校

給食実施校数 31,902
校

31,662
校

31,476
校

31,362
校

米粉パン　
導入の割合 13％ 19％ 25％ 26％

米粉パンの学校給食導入状況

〈農林水産省調べ〉

粒
子
の
大
き
さ

上
新
粉

100
〜
150
μ
ｍ

米　

粉

（
こ
め
こ
）

40
〜
50
μ
ｍ

（
小
麦
粉
と
ほ
ぼ
同
程
度
）

▲研修の様子

◀高崎市で試食したＪ（米粉）麺

▲経営理念 ▲研修の様子

▼米粉で作ったパンを試食
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■
研
修
期
間
■　

平
成
22
年

７
月
６
日
（
火
）
〜
７
月
11

日
（
日
）
６
日
間

■
派
遣
議
員
■　

成
田
敏
昭
、

齋
藤　

剛
、
小
野
敬
子
、
大

川　

登　
　
　

（
計
４
名
）

と
老
人
福
祉
施
設
を
一
緒
に

し
た
施
設
は
、
全
国
に
例
が

な
く
、
厚
生
省
（
当
時
）
と

我
慢
強
い
交
渉
の
末
、
や
っ

と
同
じ
建
物
内
に
両
施
設
を

つ
く
る
認
可
が
お
り
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
知
的
障
害
者

通
所
更
生
施
設
も
あ
り
、
こ

の
施
設
自
体
が
一
つ
の
社
会

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

い
て
、
同
時
に
お
互
い
が
必

要
と
さ
れ
、「
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
」
を
目
指
す
施
設
で

あ
る
。

【
経
緯
】

　

保
育
の
専
門
教
育
を
受
け

た
保
育
士
は
、
子
供
た
ち
の

生
活
を
中
心
に
考
え
る
と
、

お
年
寄
り
と
一
緒
で
は
「
受

け
入
れ
が
た
い
」
プ
ロ
グ

■
研
修
先
■　

社
会
福
祉
法

人
江
東
園　

東
京
都
江
戸
川

区■
目
的
■　

保
育
園
と
老
人

福
祉
施
設
を
一
緒
に
し
た
施

設
は
全
国
で
も
例
が
な
く
、

費
用
対
効
果
や
ケ
ア
の
質
の

向
上
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
、
教
育
的
効
果
な
ど

「
幼
老
統
合
ケ
ア
」
に
つ
い

て
学
ん
で
、
地
域
に
生
か
す

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

■
結
果
■　

【
江
東
園
】

　

老
人
福
祉
法
が
制
定
さ

れ
る
前
の
昭
和
37
年
に
始
ま

り
、
昭
和
51
年
に
保
育
園
を

併
設
し
た
。
当
時
、
保
育
園

少
子
・
超
高
齢
社
会

に
お
け
る
幼
老
統
合

ケ
ア
に
つ
い
て

ラ
ム
も
あ
り
、
ま

た
逆
に
、
お
年
寄

り
の
世
話
を
す
る

ヘ
ル
パ
ー
も
、
習

っ
て
い
な
い
こ
と

が
多
く
、
不
安
を

持
つ
両
者
に
と
っ

て
、
一
番
い
い
方

法
を
何
度
も
話
し

合
い
な
が
ら
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
、

や
っ
と
今
の
形
が

で
き
た
。

■
感
想
等
■

　

０
歳
か
ら
101
歳

の
大
家
族
の
中
で
、
障
害
が

あ
る
人
や
、
肌
の
色
の
違
い

も
、
車
椅
子
の
人
も
、
幼
児

期
か
ら
違
和
感
な
く
、
自
然

に
受
け
入
れ
る
こ
と
の
教
育

効
果
は
、
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
る
。

　

少
子
・
高
齢
が
進
む
こ
の

国
に
お
い
て
、
幼
い
こ
ろ
か

ら
の
、
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
足
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
人
間
形
成
に
も
影

響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
幼

老
統
合
ケ
ア
」
の
果
た
す
役

割
は
、
計
り
知
れ
な
い
と
思

う
。
お
年
寄
り
と
幼
児
が
一

緒
に
暮
ら
す
形
に
は
、
現
代

人
が
求
め
て
い
る
も
の
や
、

多
く
の
ヒ
ン
ト
が
込
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

６
次
産
業
に
つ
い
て

の
考
え
方
と
進
め
方

■
研
修
先
■　

６
次
産
業
セ

ン
タ
ー　

長
野
県
小
布
施
町

■
目
的
■　

付
加
価
値
と
雇

用
の
創
出
を
目
指
す
６
次
産

業
に
つ
い
て
、
そ
の
考
え
方

や
進
め
方
を
学
び
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

■
結
果
■

【
小
布
施
町
】

　

長
野
県
北
部
の
長
野
盆

地
に
位
置
し
、
周
囲
を
千

曲
川
な
ど
三
つ
の
川
と
雁

田
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
平
坦
な
農
村
地
帯
。
人
口

１
万
２
０
０
０
人
弱
、
総
面

積
19
・
07
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
役
場
を
中
心
に
半
径
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
ほ
と

ん
ど
の
集
落
が
入
る
小
さ
な

町
。
住
民
同
士
が
お
互
い
に

顔
を
知
り
あ
え
る
相
識
圏
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。

【
振
興
公
社
】

　

町
長
が
社
長
を
務
め
る
財

団
で
あ
り
、
そ
の
中
に
６
次

産
業
セ
ン
タ
ー
、直
売
所「
小

布
施
屋
」、
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー

デ
ン
小
布
施
な
ど
が
あ
る
。

６
次
産
業
セ
ン
タ
ー
内
の
加

工
所
で
ジ
ュ
ー
ス
の
加
工
は

す
る
が
、
手
数
料
を
も
ら
う

だ
け
で
、
販
売
に
は
関
与
せ

ず
、
農
家
は
「
小
布
施
屋
」

で
販
売
す
る
。
直
売
所
は

町
内
に
３
ヵ
所
あ
り
、
農
家

の
販
売
額
は
、
直
売
所
だ
け

で
800
万
円
を
超
え
る
人
も
い

る
。

【
６
次
産
業
の
考
え
方
と
進

め
方
】　

　

基
本
的
に
１
次
産
業
が
し

っ
か
り
し
て
い
な
い
と
６
次

産
業
は
う
ま
く
い
か
な
い
。

加
工
品
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
あ

り
、
安
心
・
安
全
が
当
た
り

前
の
時
代
の
中
で
、
都
心
の

高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
、
一
流
ホ

テ
ル
等
に
小
布
施
の
材
料
を

使
っ
て
も
ら
う
営
業
を
仕
掛

け
て
い
る
。
ひ
た
す
ら
「
信

州
小
布
施
」
と
い
う
名
を
お

客
様
に
印
象
づ
け
る
。
加
工

品
も
「
小
布
施
産
」
を
強
調

し
て
も
ら
い
、
小
布
施
に
行

っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ
る
。

観
光
客
が
ふ
え
て
も
、
栗
の

木
や
リ
ン
ゴ
園
の
あ
る
、
何

も
な
い
農
村
の
風
景
が
、
一

番
の
売
り
物
で
あ
る
。
ま
た
、

振
興
公
社
で
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
（
土
日
・
祝
日
・
行
楽
シ

ー
ズ
ン
）
を
出
し
て
い
る
。

■
感
想
等
■　

　

６
次
産
業
と
い
う
言
葉

が
生
ま
れ
る
前
に
、
６
次

産
業
化
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
し
て
い
た
。
地
域
資
源

を
掘
り
起
こ
し
、
多
様
に
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の

地
域
の
魅
力
が
際
立
つ
。
歴

史
を
語
り
、
農
村
を
魅
力
的

に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
、
観
光
ま
で
つ
な
が
る
こ

と
が
６
次
産
業
化
と
い
う
こ

と
だ
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
農
業
が
そ
の

主
体
性
を
保
ち
な
が
ら
、
２

次
産
業
、
３
次
産
業
の
付
加

価
値
を
確
保
し
つ
つ
、
総
合

産
業
と
し
て
変
わ
っ
て
い
け

ば
、
若
者
の
農
業
に
対
す
る

見
方
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
平
川

市
の
魅
力
的
な
資
源
に
つ
い

て
、
改
め
て
考
え
る
機
会
と

な
っ
た
。

江東園のパンフレットより
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■
研
修
期
間
■　

平
成
22
年

７
月
13
日
（
火
）
〜
７
月
15

日
（
木
）
３
日
間

■
派
遣
議
員
■　

齋
藤　

律
子　
　
（
計
１
名
）

■
研
修
先
■　

株
式
会
社
い

ろ
ど
り　

徳
島
県
勝
浦
郡
上

勝
町

■
目
的
■　

地
域
資
源
を
生

か
し
、料
亭
な
ど
で
使
う「
つ

ま
も
の
」
の
流
通
（
葉
っ
ぱ

ビ
ジ
ネ
ス
）
を
視
察
し
、
地

葉
っ
ぱ
が
お
金
に

葉
っ
ぱ
が
お
金
に
!!!!

域
活
性
化
を
図
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
を
学
ぶ
。

■
結
果
■

【
徳
島
県
上
勝
町
】

　

人
口
２
０
０
０
人
弱
、
高

齢
化
率
49
・
７
％
、
山
間
に

集
落
が
点
在
す
る
徳
島
県

で
、
一
番
小
さ
な
町
。

【
株
式
会
社
い

ろ
ど
り
】

　

標
高
200
メ

ー
ト
ル
に
位
置

す
る
い
ろ
ど
り

は
、
徳
島
駅
前

か
ら
バ
ス
を
乗

り
継
ぎ
、
片
道

２
時
間
の
場
所

に
あ
る
。
横
石

社
長
を
除
く
７

名
の
社
員
は
、

全
員
他
県
か
ら

の
移
住
者
で
構

成
さ
れ
、
葉
っ

ぱ
を
出
荷
す
る
農
家
へ
、
市

場
の
情
報
な
ど
を
提
供
し
て

い
る
。

【
経
緯
】

　

29
年
前
、
マ
イ
ナ
ス
13
度

の
寒
波
で
、
主
体
の
ミ
カ
ン

が
枯
死
し
、
失
望
の
ど
ん
底

に
い
た
被
害
農
家
に
、
活
力

を
与
え
た
の
が
、
当
時
農
協

の
営
農
指
導
員
だ
っ
た
横
石

氏
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
料
亭
の
日
本
料
理

の
添
え
物
の
葉
っ
ぱ
に
感
動

す
る
お
客
さ
ん
の
反
応
を
見

て
「
こ
れ
だ
」
と
思
い
、
農

家
に
提
唱
し
た
が
、
最
初
は

相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

【
現
在
】

　

当
初
４
戸
だ
っ
た
農
家

か
ら
、
現
在
は
194
戸
に
拡

大
さ
れ
、
葉
っ
ぱ
の
種
類
も

320
種
類
を
扱
っ
て
い
る
。
80

歳
代
の
高
齢
者
が
、
年
間

１
０
０
０
万
円
の
売
り
上
げ

と
な
る
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

成
長
し
た
。
葉
っ
ぱ
の
出
荷

に
忙
し
い
高
齢
者
は
、
医
者

に
も
か
か
ら
ず
健
康
で
、
医

療
費
は
徳
島
県
下
で
一
番
低

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

■
感
想
等
■

　

町
内
は
空
き
地
が
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
木
が
育
て
ら

れ
、
自
然
林
と
合
わ
せ
て
、

上
勝
町
は
正
に
宝
の
山
だ
っ

た
。
平
川
市
に
も
気
づ
か
ず

に
い
る
宝
の
山
が
ど
こ
か
に

あ
る
と
感
じ
た
視
察
で
あ
っ

た
。

■
研
修
先
■　

南
国
市
教
育

委
員
会　

高
知
県
南
国
市

■
目
的
■　

地
域
密
着
型
の

学
校
給
食
に
よ
る
食
文
化
の

再
生
・
復
活
な
ど
の
取
り
組

み
を
学
び
、
平
川
市
の
食
育

と
農
、
学
校
給
食
に
生
か
す

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

■
結
果
■

【
高
知
県
南
国
市
】　

　

人
口
４
万
人
余
、
平
成
21

年
で
市
制
施
行
50
周
年
を
迎

え
た
「
食
育
の
ま
ち
」
と
し

て
有
名
。

【
学
校
給
食
】

　

13
校
の
小
学
校
で
、
自
校

方
式
で
３
１
０
０
食
を
実
施

し
て
い
る
。

【
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
】

◇
中
山
間
の
棚
田
の
米
を
給

食
に
取
り
入
れ
る

◇
棚
田
で
の
田
植
え
と
稲
刈

り
の
実
施
（
米
づ
く
り
親
子

セ
ミ
ナ
ー
）

◇
電
気
炊
飯
器
で
の
米
飯
給

食
実
施

◇
小
学
校
ご
と
の
食
育
教
育

◇
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

◇
食
の
自
立
を
目
指
し
た
弁

当
づ
く
り

◇
学
校
給
食
か
ら
市
民
へ

◇
小
中
学
校
の
連
携

◇
産
地
間
交
流

◇
給
食
デ
ザ
ー
ト
の
開
発

【
学
校
給
食
の
効
果
】

◇
食
べ
残
し
ゼ
ロ

◇
中
山
間
の
農
業
振
興

◇
朝
食
欠
食
率
の
低
下

　

食
育
を
通
じ
て
学
力
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。

■
感
想
等
■　

今
年
の
４

月
に
幼
保
支
援
課
を
立
ち
上

げ
た
こ
と
な
ど
を
聞
き
、
教

育
の
ど
真
ん
中
に
食
育
を
据

え
、
さ
ら
に
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
た
。

　

食
育
は
、
食
文
化
の
再
生

と
向
上
、
終
わ
り
な
き
挑
戦

で
あ
る
。
輝
く
明
日
へ
の
人

づ
く
り
で
あ
る
こ
と
。
ゴ
ー

ル
も
な
け
れ
ば
終
着
駅
も
な

い
と
い
う
学
校
教
育
課
正
木

課
長
の
し
め
く
く
り
の
言
葉

が
ス
ト
ン
と
胸
に
落
ち
、
今

後
の
平
川
市
の
、
食
育
推
進

の
鍵
を
握
る
言
葉
の
よ
う
な

気
が
し
た
。

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の

取
り
組
み

取
り
組
み

（上勝町のホームページより）

栗、松、笹、もみじ、南天のパック詰め

ＪＡ東とくしま上勝支所

食
育
と
学
校
給
食
、

農
と
の
連
携

農
と
の
連
携

南国市役所

学校教育課　正木課長から説明を聞く。



平成　　年　　月　　日

平川市議会議長（氏名）　殿

　　　　請願（陳情）者　住　所
　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　㊞
　　　　　　　紹介議員　氏　名　　　　　㊞

○○○に関する請願（陳情）書

【請願 ( 陳情 ) の要旨】

【理　由】

請
願
書
・
陳
情
書
の
出
し
方

請
願
書
・
陳
情
書
の
書
き
方
、
留
意
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①　

請
願
書
（
陳
情
書
）
は
そ
の
要
旨
、
理
由
を
簡
単
に
、
分
か
り
や

す
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

②　

提
出
年
月
日
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
、
氏
名
（
法
人
の
場
合

は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
）
を
書
い
て
必
ず
押
印
し
て
く

だ
さ
い
。

③　

請
願
の
場
合
は
、
一
人
以
上
の
紹
介
議
員
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

紹
介
す
る
議
員
は
、
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④　

紹
介
議
員
が
付
か
な
い
と
き
は
陳
情
書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤　

道
路
等
は
簡
単
な
地
図
・
略
図
・
図
面
等
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【記入例】

請願書・陳情書の出し方

【歳出】 （単位：千円、％）
本年度予算額 前年度予算額 比　　較

議会費 175,490 173,368 △ 2,279 △ 0.1

総務費 2,000,565 2,048,033 △ 36,000 △ 14.3

民生費 5,032,211 4,281,608 0 0.0

衛生費 942,753 976,570 △ 1,400 △ 82.4

労働費 141,262 31,489 △ 200 △ 50.0

農林水産業費 783,998 715,172 △ 57,000 △ 19.0

商工費 452,775 257,745 0 0.0

土木費 1,277,799 1,336,394 △ 8,000 △ 14.3

消防費 688,414 708,211 17,492 63.6

教育費 1,192,542 1,180,941 200,000 2.6

災害復旧費 26,903 27,023 0 0.0

公債費 2,685,288 3,083,446 329 0.2

予備費 60,000 60,000 △ 13,016 △ 9.4

歳　出　合　計 15,460,000 14,880,000 580,000 3.9

比　　較

2,122 1.2

△ 47,468 △ 2.3

750,603 17.5

△ 33,817 △ 3.5

109,773 348.6

68,826 9.6

195,030 75.7

△ 58,595 △ 4.4

△ 19,797 △ 2.8

11,601 1.0

△ 120 △ 0.4

△ 398,158 △ 12.9

0 0.0

580,000 3.9

【誤】

おわびと訂正

ひらかわ市議会だより第18号（平成22年６月15日発行）

　７ページ下の平成 22 年度　一般会計当初予算の【歳出】の
一覧表において、「比較」の数値が、【歳入】と同じ数値で掲載
され、下記のとおり訂正します

【正】

　

７
月
14
日
に
宮
城
県
山
元
町
議
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
５
名
の
委
員

の
視
察
訪
問
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

農
家
蔵
の

館
に
て
グ

リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
り

組
み
に
つ

い
て
、
説

明
を
し
ま

し
た
。

　

７
月
28

日
に
栃
木

県
佐
野
市

議
会
平
成

市
民
の
会

１
名
の
議

員
が
、
子

ど
も
読
書

活
動
推
進

計
画
等
に
つ
い
て
当
市
を
視
察
に
訪

れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
図
書
館
内
を
説
明
し
て
い

ま
す
）

ようこそ平川市へようこそ平川市へ
（行政視察受入）



議会の動き・編集室より

ひらかわ市議会だより　第１９号

Trademark of American Soybeen Association

「ひらかわ市議会だより」は、環境に配慮した
再生紙とインクを使って印刷しています。

平成22年度国道７号整備促進期成同盟会通常総会

に議長出席（弘前市）

平成22年度津軽地域河川・道路整備意見交換会に

議長出席（弘前市）

議会広報特別委員会

議会運営委員会

平成21年度ＮＰＯ法人平川市体育協会通常総会懇

親会に議長出席

平川市防犯協会通常総会に議長ほか出席

平成22年度平川市物産協会通常総会に副議長出席

納涼特別企画「生ビールまつり」に議長出席

東京津軽平川会第４回（平成22年度）総会に議長

出席（東京都）

平成22年度平川市「社会を明るくする運動」及び

「青少年の非行・被害防止全国強調月間」市内学

校巡回訪問出発式に議長出席

宮城県山元町議会行政視察受入に議長対応

平成22年度国道454号整備促進期成同盟会要望活

動に議長出席（青森市）

第65回市町村対抗青森県民体育大会平川市選手団

結団式に副議長ほか出席

第２回平川市民運動会に議長ほか出席

夏の交通安全県民運動早朝街頭指導に議長出席

ふれあいタウンひらか納涼まつりに議長ほか出席

第54回平川市連合獅子踊保存会大会に議長出席

栃木県佐野市議会行政視察受入

北限に観る蓮の花まつり開会式に議長ほか出席

第65回市町村対抗青森県民体育大会の解団式に議

長ほか出席

平川ねぷたまつり2010開会セレモニーに議長出席

平川ねぷたまつり2010表彰式に議長出席

第37回おのえねぷた合同運行表彰式に議長出席

津軽南市町村議会連絡協議会事務局長会議に局長

出席

第５回平川市小学生水泳競技大会に教育民生常任

委員会委員長出席

第37回おのえねぷた祭り反省会に議長出席

平成22年

６月２日

３日

４日

19日

25日

28日

７月２日

４日

７日

14日

15日

16日

18日

21日

23日

25日

28日

31日

８月１日

３日

４日

５日

６日

８日

10日

青森県市議会議長会事務局長会議（研修会）に局

長出席（むつ市）

黒石警察署殉職警察官偲ぶ会に議長出席（黒石

市）

碇ヶ関御関所祭りに副議長ほか出席

第30回県下登山囃子競技平賀大会に議長出席

平成22年度平川市戦没者追悼式に議長出席

平成22年度津軽南市町村議会連絡協議会第１回総

会に議長、副議長、事務局長出席（田舎館村）

議員全員協議会

議会広報特別委員会

弘南鉄道活性化支援協議会総会に議長出席

平成22年度第２回平川市地域公共交通協議会に議

長出席

10日～11日

11日

15日

16日

18日

19日

23日

24日

25日

31日

＊＊　　議会の動き議会の動き　　＊＊

◆
連
日
の
猛
暑
で
良
い
人
も

い
れ
ば
、
悪
い
人
も
い
る
。

◆
特
に
人
間
の
場
合･･･

熱
中
症
が
過
去
最
高
で
、
亡

く
な
っ
た
人
も
最
高
の
記
録

と
な
っ
て
い
る
と
の
報
道
が

な
さ
れ
て
い
る
。

◆
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
が
品
切

れ
で
、
物
が
あ
っ
て
も
、
取

付
工
事
に
２
週
間
も
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
障
害
が
出
て
い
る
。

◆
当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
に
も
、
高
温
障
害
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
こ
の
広
報
が
発
行
さ

れ
る
頃
に
は
、
農
作
業
の
真

最
中
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
こ

れ
以
上
の
影
響
が
な
け
れ
ば

と
念
じ
る
。

（
ツ
シ
マ
）

編
｜
集
｜
室
｜
か
ら

７月 31 日から８月８日まで開催された第２回「北限

に観る蓮の花まつり」と合わせて行われたフォトコ

ンテストの作品です。

【
朝
の
輝
き
】


